
令和２年７月臨時会補正予算の概要について 
令和２年７月１５日 

大山町財務課作成 

一般会計補正予算（第７号）について 

今回補正額 8,351 万 4 千円 

財源内訳 

      国・県支出金                   7,369 万 2 千円 

           その他                               510 万円 

一般財源                            472 万 2 千円 

 

補正後の額 133 億 2,683 万 2 千円  

【参考】 

昨年度７月末現在予算額    101 億 4,072 万 4 千円 

（前年度比 31 億 8,610 万 8 千円の増） 

 

補正計上された主な事業 

●がんばろう！学生応援大山便事業 671 万 6 千円 （新規） 

(国庫支出金 171 万 6 千円、その他 500 万円)（要求課 企画課） 

ふるさと納税の使途を指定したプロジェクト（ガバメントクラウドファンディング）を活用し、「困って

いる人に支援したい」という声の受け皿を作りながら、大山町出身学生に対して町の特産品を送

付する。 

 

●宿泊事業継続支援交付金 1,000 万円 （増額） 

(国庫支出金 1,000 万円)（要求課 企画課） 

新型コロナウイルスにより影響を受けた宿泊業者へ、国の持続化給付金の上限を超える売り上

げ減少があった事業者へ上限 100 万円を交付する。 

 

●小規模農家農作業省力化支援事業 1,500 万円 （新規） 

(国庫支出金 1,500 万円)（要求課 農林水産課） 

小規模農家の農作業省力化による事業継続を図りながら、農作業機械販売店等の経済回復を

図る。 

 

●集落営農活動維持支援補助金 1,500 万円 （新規） 

(国庫支出金 1,500 万円)（要求課 農林水産課） 

集落営農組織の農作業省力化による事業継続を図りながら、農作業機械販売店等の経済回



復を図る。 

 

●単独災害復旧事業 370 万円 （新規） 

(その他 10 万円、一般財源 360 万円)（要求課 農林水産課） 

6 月 14 日に発生した豪雨災害（御来屋地区・門前地区・上坪東地区）の災害復旧事業を実施

する。 

 

●町内施設を利用したツアー造成事業 1,000 万円 （増額） 

(国庫支出金 1,000 万円)（要求課 観光課） 

町内の宿泊施設を利用しモニターツアー参加者を募集し、先着順で町民に体験し、大山の魅

力を再発見していただき、ソーシャルネットワークサービス（ＳＮＳ）等で発信していただく。 

宿泊施設等の緊急経済対策を図るとともに、ツアーを検証し、今後の活性化を図る。 

 

●大山町コンベンション等開催支援助成金 200 万円 （新規） 

(国庫支出金 200 万円)（要求課 観光課） 

新型コロナウイルス感染症対策の新しい生活様式として、小規模での開催が求められるコンベ

ンション等の開催を支援することで、町内宿泊施設への活性化につなげる。 

 

●大山町宿泊施設魅力アップ事業補助金 1,000 万円 （新規） 

(国庫支出金 1,000 万円)（要求課 観光課） 

町内の宿泊事業者が誘客及びリピーター獲得にかかる施設改修費用の一部に対して補助し、

その事業継続を支援する。 

 

●新生児子育て世帯特別定額給付金 800 万円 （新規） 

(国庫支出金 800 万円)（要求課 こども課） 

国の特別定額給付金の対象とならなかった今年度内の出生児に対して、1 人 10 万円を支給す

る。 

 

●学校衛生アシスタント 193 万 2 千円 （新規） 

(国庫支出金 193 万 2 千円)（要求課 幼児・学校教育課） 

新型コロナウイルス感染対策として、小中学校に衛生アシスタントを雇用し、消毒作業等に従事

してもらい、学校の衛生環境を整える。 

 

●成人式 103 万 7 千円 （増額） 

(一般財源 103 万 7 千円)（要求課 社会教育課） 

新型コロナウイルス感染対策として、成人式の会場を名和農業者トレーニングセンターに変更

するにあたり、会場設営及び暖房設備を外部委託する。 


